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竹
島
に
お
け
る
韓
国
の
施
設
建
設
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

本
年
一
月
二
十
四
日
の
建
設
経
済
新
聞
、
一
月
二
十
六
日
の
慶
尚
毎
日
新
聞
、
一
月
二
十
八
日
の
毎
日
新
聞
（
い
ず
れ
も

韓
国
紙
電
子
版
、
韓
国
語
）
で
は
、
韓
国
海
洋
研
究
院
が
一
月
二
十
四
日
、
竹
島
北
西
一
キ
ロ
の
海
域
に
建
設
を
計
画
し
て

い
る
海
洋
科
学
基
地
の
建
設
工
事
の
契
約
締
結
を
調
達
庁
に
依
頼
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
調
達
庁
は
こ
れ
を
受
け
て
工
事
の

設
計
図
を
作
成
し
、
入
札
参
加
資
格
を
決
め
た
上
で
、
間
も
な
く
入
札
の
公
告
を
行
う
予
定
で
あ
る
と
い
う
。

海
洋
科
学
基
地
は
総
工
事
費
三
七
三
億
ウ
ォ
ン
規
模
で
、
完
成
す
れ
ば
建
築
物
十
五
階
建
て
相
当
の
高
さ
と
な
り
、
竹
島

近
海
の
海
流
、
海
水
温
度
、
炭
素
循
環
過
程
等
の
観
測
を
行
う
予
定
と
さ
れ
る
。
報
道
で
は
、
こ
れ
の
建
設
に
よ
っ
て
「
独

島
（
韓
国
名
）
の
主
権
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
（
建
設
経
済
新
聞
）
」
と
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
一
）

政
府
は
こ
れ
に
つ
い
て
の
事
実
関
係
を
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
基
地
建
設
計
画
の
詳
細
を
把
握
し
て
い
る

か
。

（
二
）

こ
れ
が
事
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
直
ち
に
韓
国
側
に
抗
議
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
は
こ
れ
ま
で
に
外
交
上
の

正
式
ル
ー
ト
を
通
じ
て
抗
議
を
し
た
の
か
。
し
た
の
で
あ
れ
ば
そ
の
詳
し
い
内
容
を
、
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
そ

の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

一



（
三
）

こ
れ
が
事
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
直
ち
に
国
民
に
対
し
て
公
表
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
は
そ
れ
を
行
う
考
え

が
あ
る
か
。

（
四
）

韓
国
は
、
一
九
九
五
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
に
か
け
て
、
東
シ
ナ
海
上
の
蘇
岩
礁
（
離
於
島
）
に
お
い
て
、
中
国
政

府
の
抗
議
を
無
視
し
て
そ
の
海
上
に
海
洋
科
学
基
地
を
建
設
し
た
。
今
後
我
が
国
が
韓
国
側
の
行
為
に
対
し
て
何
の

対
応
も
し
な
け
れ
ば
、
蘇
岩
礁
と
同
様
に
、
海
洋
科
学
基
地
を
完
成
さ
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

政
府
は
、
韓
国
の
海
洋
科
学
基
地
建
設
計
画
に
対
し
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
措
置
を
講
ず
る
の
か
。

二

本
年
一
月
十
九
日
の
ソ
ウ
ル
新
聞
（
韓
国
紙
電
子
版
、
韓
国
語
）
で
は
、
竹
島
に
よ
り
多
く
の
韓
国
人
が
居
住
可
能
と
す

る
た
め
に
現
在
行
わ
れ
て
い
る
住
民
宿
泊
所
の
拡
張
工
事
が
、
本
年
四
月
ま
で
に
完
成
し
、
五
月
に
は
竣
工
式
が
開
か
れ
る

予
定
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

現
在
竹
島
西
島
に
存
在
す
る
宿
泊
所
は
地
上
二
階
、
全
体
面
積
一
一
八
�
九
二
平
方
メ
ー
ト
ル
だ
が
、
こ
の
拡
張
工
事
に

よ
っ
て
地
上
四
階
、
全
体
面
積
三
七
三
�
一
四
平
方
メ
ー
ト
ル
と
約
三
倍
の
規
模
と
な
り
、
最
大
で
四
十
人
が
同
時
に
居
住

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

（
一
）

政
府
は
こ
れ
に
つ
い
て
の
事
実
関
係
を
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
拡
張
工
事
の
進
捗
状
況
を
把
握
し
て
い
る

二



か
。

（
二
）

こ
れ
が
事
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
直
ち
に
韓
国
側
に
抗
議
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
は
こ
れ
ま
で
に
外
交
上
の

正
式
ル
ー
ト
を
通
じ
て
抗
議
を
し
た
の
か
。
し
た
の
で
あ
れ
ば
そ
の
詳
し
い
内
容
を
、
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
そ

の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
三
）

こ
れ
が
事
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
直
ち
に
国
民
に
対
し
て
公
表
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
は
そ
れ
を
行
う
考
え

が
あ
る
か
。

（
四
）

政
府
は
結
局
、
こ
の
工
事
自
体
を
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
宿
泊
所
は
ま
も
な
く
竣
工
予
定
で
あ
る
が
、
こ
の

件
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
政
府
は
韓
国
側
に
我
が
国
の
立
場
を
申
し
入
れ
て
き
た
の
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
な
措

置
を
講
ず
る
の
か
。

三

本
年
一
月
十
五
日
、
前
原
外
務
大
臣
は
韓
国
を
訪
問
し
、
李
明
博
大
統
領
表
敬
、
金
星
煥
外
交
通
商
部
長
官
と
の
会
談
な

ど
を
行
っ
た
。
上
に
触
れ
た
海
洋
科
学
基
地
の
建
設
や
住
民
宿
泊
所
の
拡
張
工
事
、
更
に
は
竹
島
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
改
修
工
事

な
ど
、
近
年
韓
国
が
竹
島
の
不
法
占
拠
を
更
に
強
化
す
る
よ
う
な
動
き
を
強
め
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
、
大
臣
は
韓
国
政
府

に
対
し
て
抗
議
を
し
た
か
。
も
し
抗
議
を
し
た
な
ら
ば
そ
の
具
体
的
内
容
を
、
し
て
い
な
い
な
ら
ば
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に

三



さ
れ
た
い
。

四

二
〇
〇
九
年
の
政
権
交
代
以
降
、
鳩
山
政
権
、
菅
政
権
に
お
い
て
、
総
理
、
官
房
長
官
、
外
務
大
臣
が
韓
国
の
政
府
首
脳

と
接
触
し
た
全
て
の
記
録
（
日
時
、
場
所
、
誰
が
誰
に
会
っ
た
の
か
）
を
列
挙
し
た
上
で
、
そ
の
う
ち
何
回
、
竹
島
問
題
に

言
及
し
た
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
竹
島
問
題
に
言
及
し
て
い
る
場
合
は
そ
の
詳
し
い
内
容
を
、
言
及
し
て
い
な
い
場
合

は
そ
の
理
由
を
、
併
せ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

海
洋
科
学
基
地
の
建
設
や
住
民
宿
泊
所
の
拡
張
工
事
を
は
じ
め
、
今
後
韓
国
は
竹
島
の
不
法
占
拠
を
更
に
強
化
す
る
た
め

の
動
き
を
益
々
強
め
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
政
府
は
、
今
後
竹
島
問
題
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
つ
も
り
か
。
改
め

て
そ
の
対
処
方
針
を
問
う
。

右
質
問
す
る
。

四


